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とうきょう ジャーミイ きんよう れいはい の ホトバ 
2021ねん 11がつ 26にち 

ぼうりょく と にんげん の そんげん は あいいれない こと に ついて 

そんけい すべき しんこうしゃ の みなさま︕ 

わたしたち の いだい な しゅうきょう で あるイ スラーム に よれば、 だんせい か じょせい か、 こども か おとな か に   

かかわらず、 だれ で あれ その しんたい、 じんかく、 そんげん、 じゅんけつ、 そして めいよ は ふかしん と されて います。  

これ に したがう なら、 たにん の せいめい や ざいさん、 また は こじん の けんり を しんがい しよう と する ひと は     

いない はず です。 たにん の めいよ と そんげん を きけん に さらす けんり は だれ にも ありません。 いきもの で あろう  

と なかろう と、 がい を およぼす ような こうどう や たいど を とって は なりません。 

しんあい なる ムスリム の みなさま︕ 

ぼうりょく は、  しゅうきょう、げんご、 じんしゅ、 ちいき、 しゃかいてき な ちい と いった もの を もちえません。 げんいん が

なに で あろう と、 どの ような かたち で あろうと、 ぼうりょく を ようにん する こと は できません。 ぼうりょく を ふるい、   

アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）が ふかしん で ある と した せいめい を うばう よくあつしゃ には、 わたしたち の しゅ

（スブハーナ ワ タアーラー）から の いかり、てんし と、てんち に あるもの すべて から の けんお が むけられる でしょう。

かれら に は、 げんせ に おいて は ただ ちじょく だけ が あり、 らいせ に おいて いきつく さき は ただ じごく だけ 

と なる でしょう。 

しんあいなるしんこうしゃのみなさま︕ 

わたしたち の しゅうきょう に よれば、 もっとも じゅうよう なの は おもいやり と、 いつくしみ の こころ を もって   

いきて ゆく こと です。 アッラー（スブハーナ ワ タアーラー）が むく な もの と した たましい に そむいたり、 きず    

つけたり しない こと です。 この てん に ついて、 わたしたち の せいてん クルアーン に は つぎ の よう に      

しるされて います。 「だれ で あれ ひと を ころした か、 ちじょう に たいはい を ひろめた と いう の でも ない のに、

ひと ひとり の いのち を うばった もの は、 すべて の ひとびと を ことごとく ころした の と どうよう で ある。  また、

ひと ひとり を いかした もの は、 すべて の ひとびと を ことごとく いかした の と どうよう で ある」。 1 

わたしたち に かされて いる のは、 つね に あいじょう に よって みずから を まもり、 おもいやり と りょうしん に  

もとづいて こうどう する こと です。 じぶんたち の せいかつ から、 やさしさ、 あい、 しんせつ な きもち を、 たやす  

こと の ない よう に しなく ては なりません。 ぼうりょく に うったえる こと は いう まで も なく、 こころ を きず    

つける こと は、 カアバ を こわす こと より も おもい つみ で ある こと を、 けっして わすれて は いけません。   

わたしたち は、 じぶんたち が あり いっぴき を がいする こと さえ ひかえた ひとびと が きずいた ぶんめい の そうぞくにん 

で ある と いう こと を、 つね に じかく して いなくては なりません。 

ぜんのう の しゅ（スブハーナ ワ タアーラー）が わたしたち を、 まず は わたしたち の こころ の なか で、 それ から    

ちじょう の すべて の ばしょ で、 じひ を もっとも たかく に かかげられる よう しゅくふく して ください ます ように。 
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